
 

 

 

朝日中通心 
生徒数 （令和６．１．31 現在） 総数 293 名 

１年 105 名  ２年 87 名  ３年 101 名 

令 和 ６ 年 １ 月 3 1 日 
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世
の
中
に
た
え
て
桜
の
な
か
り
せ
ば 

春
の
心
は
の
ど
け
か
ら
ま
し 

 
 

 
 

 

（
在
原
業
平
・
古
今
和
歌
集
） 

 
【
現
代
語
訳
】 

こ
の
世
の
中
に
、
全
く
桜
と
い
う
も
の
が
な
か
っ
た
な
ら
、
春

を
過
ご
す
人
の
心
は
ど
ん
な
に
の
ど
か
で
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 

 

学
校
の
桜
の
木
に
も
花
が
ほ
こ
ろ
び
は
じ
め
、
沿
道
の
桜
の
木

も
私
た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
る
季
節
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
奄
美

群
島
に
咲
く
桜
は
、
緋
寒
桜
。
花
の
色
が
緋
色
で
あ
る
こ
と
か
ら

名
付
け
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
お
り
、
淡
い
色
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
と

は
一
線
を
画
し
て
い
ま
す
。
冒
頭
の
和
歌
の
在
原
業
平
（
あ
り
わ

ら
の
な
り
ひ
ら
）
が
詠
ん
だ
桜
と
は
同
じ
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
桜
を
愛
で
る
気
持
ち
は
、
い
に
し
え
の
人
も
今
の
私
た

ち
も
大
差
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
和
歌
は
、
た
く

さ
ん
の
人
々
が
桜
の
花
の
下
で
桜
そ
の
も
の
の
美
し
さ
を
愛
で
て

い
る
中
、
業
平
は
「
桜
が
な
か
っ
た
な
ら
の
ど
か
な
の
に
（
桜
が

あ
る
か
ら
心
が
揺
れ
動
か
さ
れ
て
落
ち
着
か
な
い
）
」
と
周
り
の

人
々
と
は
違
っ
た
視
点
で
桜
を
と
ら
え
ま
す
。
桜
が
存
在
す
る
た

め
に
人
々
の
心
が
穏
や
か
で
な
い
こ
と
を
述
べ
て
、
人
の
心
を
騒

ぎ
立
た
せ
る
力
の
あ
る
桜
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い

る
そ
の
切
り
口
が
絶
妙
な
、
味
わ
い
深
い
和
歌
で
す
。
在
原
業
平

は
源
氏
物
語
の
光
源
氏
の
モ
デ
ル
、
伊
勢
物
語
の
主
人
公
と
も
言

わ
れ
る
イ
ケ
メ
ン
男
子
で
、
六
歌
仙
、
三
十
六
歌
仙
に
も
名
を
連

ね
る
平
安
時
代
を
代
表
す
る
歌
人
で
す
。
紡
ぎ
出
さ
れ
る
和
歌
も

秀
逸
で
あ
り
、
平
安
時
代
前
期
の
勅
撰
和
歌
集
『
古
今
和
歌
集
』

で
は
、
約
三
十
首
の
和
歌
が
選
ば
れ
て
い
ま
す
。 

 

私
立
高
校
の
受
験
を
終
え
、
公
立
高
校
の
受
験
を
待
つ
三
年

生
や
保
護
者
、
中
学
校
の
教
員
に
と
っ
て
は
、 

「
世
の
中
に
た
え
て
入
試
の
な
か
り
せ
ば
春
の
心
は
の
ど
け
か

ら
ま
し
」
と
い
っ
た
心
境
で
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。 

 

桜
の
花
の
開
花
は
、
よ
く
入
試
の
合
格
を 

表
す
比
喩
と
し
て
用
い
ら
れ
ま
す
が
、
す
べ 

て
の
受
験
生
に
「
サ
ク
ラ
サ
ク
」
の
通
知
が 

来
る
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

一
月
九
日
よ
り
、
三
学
期
が
始
ま
り
ま
し

た
。
各
学
年
や
生
徒
会
の
代
表
生
徒
が
二
学

期
の
反
省
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
三
学
期
や
来

年
度
に
向
け
た
決
意
を
発
表
し
ま
し
た
。
ど

の
代
表
者
も
、
気
概
に
満
ち
た
表
情
で
次
年

度
に
向
け
た
準
備
の
学
期
と
し
て
具
体
的
な

行
動
目
標
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。 

三
年
生
に
と
っ
て
は
、
受
験
を
迎
え
る
学

期
に
な
り
ま
す
。
現
在
も
感
染
症
が
広
が
り

つ
つ
あ
り
、
対
策
を
徹
底
し
な
が
ら
臨
ま
な

け
れ
ば
い
け
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
今
年

も
何
と
か
こ
の
厳
し
い
局
面
を
乗
り
切
っ
て

く
れ
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。 

健
康
管
理
に
気
を
付
け
、
進
路
実
現
に
向

け
て
こ
れ
ま
で
学
習
し
て
き
た
成
果
を
出
す

た
め
に
も
残
り
少
な
い
中
学
校
生
活
の
一
日

一
日
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

が
ん
ば
れ
、
朝
日
中
生
！ 

三
学
期 

始
業
式 

 

学
校
給
食
は
明
治
二
十
二
年
十
月
、
山
形
県
鶴
岡
市
忠
愛
小
学
校

で
お
弁
当
を
も
っ
て
こ
ら
れ
な
い
児
童
の
た
め
に
「
お
に
ぎ
り
と
焼

き
魚
・
漬
け
物
」
の
給
食
を
用
意
し
た
の
が
は
じ
ま
り
で
す
。
や
が

て
、
全
国
各
地
で
給
食
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
戦
争
が
激
し
く
な
る
と
給
食
は
中
断
さ
れ
ま
し
た
。
第
二
次
世

界
大
戦
後
、
食
糧
事
情
は
大
変
ひ
ど
く
、
栄
養
不
足
の
子
ど
も
を
救

う
た
め
ア
メ
リ
カ
な
ど
か
ら
の
援
助
を
も
と
に
昭
和
二
十
一
年
十
二

月
二
十
四
日
に
給
食
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
援
助
は
ユ
ニ
セ
フ

を
通
じ
て
昭
和
三
十
九
年
ま
で
続
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
を
「
学

校
給
食
記
念
日
」
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
冬
休
み
と
重
な
る
こ
と
か

ら
、
一
月
二
十
四
日
を
学
校
給
食
記
念
日
そ
し
て
一
月
二
十
四
日
を

含
む
一
週
間
を
全
国
学
校
給
食
週
間
と
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

奄
美
市
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
本
年
度
一
月
二
十
二
日
～

二
十
六
日
を
学
校
給
食
週
間
と
し
、
鹿
児
島
県
や
奄
美
の
食
材
、
郷

土
料
理
を
献
立
に
取
り
入
れ
た
「
鹿
児
島
を
ま
る
ご
と
味
わ
う
学
校

給
食
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。  

 

 

 

鹿
児
島
を
ま
る
ご
と
味
わ
う
週
間
（
学
校
給
食
週
間
） 

 

自 主 

創 造 

規 律 

琢 磨 
自分の生き方を求め 今を大切にする

朝日中生を育成する 

給食にもよく登場する奄美の食材 



毎年ありがとうございます。花を贈呈していただきました！ 

 

 

 

 

 

 

 

 
 １月 22 日（月）に，毎年恒例となっている奄美大島法人会女性部会の方が来校され，たくさんの花（ビオラ）を贈
呈してくださいました。早速，次の日には，整備部や学級園作業担当の生徒が，いただいた苗を鉢へ植え替えてくれま
した。 
花や木を育てることで，豊かな感性や個性，想像力などを育むことができたり，周りの人に配慮する心や善悪を判断

する力が身に付くと言われてます。３月には卒業式，４月には入学式を控えています。いただいた苗は大切に育ててい
きたいと思います。そして，卒業式や入学式を，色とりどりの花に囲まれた華やかな式にできればと思います。 
インフルエンザやコロナも収束してはいませんが，できることに精一杯取り組んでいきたいですね。 

校内最後の力試し ３年生実力テスト １，２年生鹿児島定着度調査 

 １月９日（火），10 日（水）に実力テストを実施しま

した。冬休み明け直後のテストになりましたが，冬休みの

学習の成果の確認や私立入試に向けた校内最後の力試しに

なります。３年生は１月 22 日から私立高校の一般入試が

本格的に始まりました。そのため，以前にも増して集中力

を高め，真剣に取り組んでくれていました。 

新年に入り，感染症も増加傾向になってきていますが，

自分のもっている実力を十分発揮するためにも健康管理に

十分気を付け，私立入試に望んでほしいと思います。 

   

 

 

 

 

 １月 16 日（火）・17 日（水）に１，２年生を対象と

した鹿児島定着度調査を実施しました。この調査の目的

は，生徒が身に付けさせることが求められている知識・技

能や思考力・判断力・表現力等に関する学習状況を把握

し，その結果を基に，教員の指導方法の改善を図るととも

に生徒の学力向上を図ることです。 

 今後，調査結果を基に分析を行い，指導方法を改善しな

がら，確かな学力の定着を図ることができるよう，学校で

も積極的に取り組んでいこうと考えています。 

 

 

先生方，今年も頑張っています。 津波を想定した避難訓練 

 １月 15 日（月）にささはら

メンタルクリニックの永井幹丈

先生をお招きして，生徒理解に

関する職員研修を実施しまし

た。思春期の青春期の違いやそ

れぞれのバランスが崩れたとき

に起こる様々な症状等について

のお話がありました。先生方も

これまでの経験を踏まえたうえ

で，今後の生徒への対応や関わ

り方を見付けるよい機会とする

ことができました。 

今後の教育活動に生かしてい

きたいと思います。 

１月 22 日（月）に地震による

津波を想定した避難訓練を実施し

ました。昨年度に引き続き校舎３

階に避難する垂直避難をした後，

体育館へ移動し講話をしていただ

きました。講話ではキーワードで

ある「自助」「共助」「公助」や

「自分の命は自分で守る」ことが

非常に重要であること，寝ている

場所には倒れてくる物は置かない

などの話がありました。 

いつ何時起こるかわからない災

害に対しての心構えをするよい機

会になりました。 

２月学校行事  

ＳＣ永田先生 14 日，21 日 ＳＣ丸内先生 13 日午前，29 日午前 

１日（木） 教育相談（１，２年）進路学習（３年） 

２日（金） 教育相談（１，２年）進路学習（３年） 

６日（火） ジョイントプラン 

７日（水） 学年末テスト１日目 

８日（木） 学年末テスト２日目 

９日（金） 学年末テスト３日目 

11 日（日） 建国記念の日 

14 日（水） 新入生説明会 

18 日（日） 市民清掃日 

22 日（木） 学年・学級ＰＴＡ 家庭教育学級閉級式 

23 日（金） (祝)天皇誕生日 

 



 


